竹刀検査要領
1） 竹刀の全長・先革長さ・先革先端部最小径値測定は、全日本剣道連盟公認の「竹刀ゲージ」を使用して測定する。

· 先革先端部最小径値の測定は、先端から1.5センチメートル付近が目安となっています。

· 使い慣れた竹刀の場合、先革が磨耗して細くなったり、伸びて薄くなったりしている場合がありますので、ご注意ください。

2） 所定の時間内に竹刀検査所にて竹刀検査を受け、規格内の竹刀には検査済みシールをつけて使用を認める。

3） 規格外竹刀の使用者は、その試合を二本負け（一本取っていても取り消し）とする。また、その選手は、その日の大会の出場は認めない。

4） 竹刀は、柄に大学名・名前のみを明記したものとし、検査の対象は一人3本（二刀の場合は大小各3本）までとする。

5） 危険防止のために規格外と判断した竹刀については、竹刀検査所で預かり、2回戦終了以降に、監督と当該選手が揃って受け取る。

6） 弦・中結の緩みや、中結の位置が不適切の場合、検査所内にて修正後、再検査とする。
竹刀検査は、次の通り実施する。

　【事前チェック】

· 審判委員会で検討されていない特殊な竹刀やすべり止め柄は検査対象外とする。

· 各大学の監督が、大学名、竹刀本数を確認し、確認証に記入する。

【検査】

1 竹・付属品の破損や中結いの位置・緩み・竹刀の隙間＊１
　　　　↓

②竹刀の長さ

　　　　　　↓
　　③先革先端部の直径値及び長さ

　　　　　　↓

　　④竹刀の重量＊２
　　　　　　↓

	上記①～④の項目で規格外と判断された竹刀は竹刀検査所預かりとする。


＊１　竹刀の柄部を持ち、弦側から竹刀を見て、一部でも反対側が透けている物については不適格とします。
＊２　市販されている計測器の精度保障は、±3グラムとなっています。

